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大　学�

短期大学部�

　来る、11月1～3日の3日間、四天王寺大学は、普段見

ることのできない空間に変わります。�

　本年度は、第51回「IBU祭」ということで、例年とは違

った数々の企画をご用意しています。卒業生や地域のみな

さんも、いつもとは少し違った、四天王寺大学の雰囲気を

味わいにお越しください。大学祭運営委員会一同、まだ見

ぬ皆様に楽しい一時を過ごしていただけるよう、日々努力

しています。心より皆様のご参加お待ちしています。�

（大学祭運営委員会委員長）�

テーマ:「新」�

月� 日�月� 日�

月� 日�月� 日�

月� 日�月� 日�

月� 日�月� 日�

しん�

大学祭運営委員会�
副委員長 米良 朋恵さん�

�

大学祭運営委員会�
委員長 松田 元気さん�

�
�

大学祭運営委員会�
副委員長 吉田 祐樹さん�

�
�

 ☆参加申し込み不要　☆入退場自由�
 ☆無料送迎バス運行（11月3日を除く）�

☆キャンパスツアー�

IBU生がキャンパスを案内! 先輩が、�
広いキャンパス内を紹介します。��

☆学部・学科別イベント�

大学の授業って、どんなの？ 学部・�
学科の特徴や、授業について説明し
ます。ミニ授業で実際に体験も。��

☆個別相談コーナー�
奨学金は？ 寮は？ 就職は？ 何でも
聞ける相談コーナー! 聞きたいこと
は相談コーナーで、じっくり相談。�

�☆ランチ体験�
学食を味わってみよう! IBUの食堂で
ランチを無料サービス! 受付でジュ
ースももらえます。��

☆学生・教員とフリートーク�
先輩や先生と、なんでも話をしてみ
よう! 気になることを気軽に相談! 先
輩や先生たちと仲良くなれますよ。�
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郵送：  1月24日（月）～  2月10日(木)�
持参：  2月12日（土）�

郵送：  2月14日（月）～  3月  4日（金）�
持参：  3月  5日（土）・7日（月）�

郵送：  1月  5日（水）～  2月14日（月）�
持参：  2月15日（火）�

郵送：  2月14日（月）～  3月11日（金）�
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特  技  入  試�
資　 格　 型�

前  期  日  程�

後  期  日  程�

後  期  日  程�

前  期  日  程�

中  期  日  程�

センター試験�
利用入試Ⅰ期�

センター試験�
利用入試Ⅱ期�

A
O
入
試�

推
薦
入
試�

一
般
入
試�

�

  9月25日（土）�

10月  9日（土）�
�

�

�

  �

  9月29日（水）�

10月14日（木）�

�

�

入試の種類� 出願期間� 試験日� 合格発表日�

試験日自由選択制�
�
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A
O
入
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推
薦
入
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一
般
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最
初
に
同
窓
会
新
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

森
田
貴
夫
会
長
を
は
じ
め
合
計
15
名
の
役
員

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
森
田
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
同
窓
会

総
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
大
学
関
係
者
へ

の
謝
辞
、
卒
業
生
の
皆
様
へ
の
協
力
要
請
、

同
窓
会
運
営
目
的
に
沿
っ
て
の
決
意
表
明
な

ど
を
含
め
た
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
成
22
年
度
事
業
計
画
・
事
業

内
容
に
つ
い
て
、
森
田
会
長
が
説
明
し
（
左

表
参
照
）、
慎
重
に
審
議
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
に
対
す
る
支
援
事
業
と
し
て
、
例
え

ば
、
4
月
は
新
入
生
・
3
月
は
卒
業
生
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、

7
月
と
3
月
の
2
回
に
分
け
て
奨
学
金
事
業

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
1
月
に
は
教
育
・

研
究
活
動
等
支
援
事
業
と
し
て
、
備
品
等
を

寄
贈
す
る
ほ
か
課
外
活
動
の
支
援
も
行
い
ま

す
。

3 2

平
成
21
年
11
月
3
日（
祝
）、
本
学
5
号
館

3
0
3
教
室
に
て
、
卒
業
生
1
0
6
名
が
参

加
し
て
、「
四
天
王
寺
大
学
同
窓
会
」
と
し
て

新
た
に
発
足
し
た
本
学
同
窓
会
の
「
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
、
同
級

生
・
先
輩
・
後
輩
や
恩
師
の
方
々
と
旧
交
を

温
め
、
母
校
へ
の
想
い
を
育
ん
で
い
た
だ
く

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
と
し
て
、
大
学

祭
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
で
賑
わ
う
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
見
学
ツ
ア
ー
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
む
な
ど
、
思
い
出
深
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

総
会
議
事
の
経
過
と
結
果

総
会
は
、
従
来
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る

「
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
同
窓
会（
サ
チ
ア

会
）
総
会
」
に
引
き
継
ぐ
形
で
進
行
し
、
原
田

一
臣
新
副
会
長
の
司
会
の
も
と
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

な
お
、
7
月
に
は
同
窓
会
役
員
会
を
開
催

し
、
こ
う
し
た
事
業
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
た
め
、
ま
た
、
11
月
開
催
の
同
窓
会
総
会
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
一
大
事
業
を
盛
り

上
げ
る
べ
く
努
め
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
感
嘆
の
声

交
流
と
情
報
交
換
の
輪
も
広
が
る

総
会
終
了
後
、
希
望
者
を
対
象
に
数
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
施
設
・
設
備
な
ど
が

増
え
た
母
校
の
教
育
環
境
の
充
実
ぶ
り
に
終

始
、
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

懐
か
し
い
シ
ー
ン
と
再
会
す
る
卒
業
ア
ル
バ

ム
展
は
、
交
流
と
情
報
交
換
の
場
と
し
て
話

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
大
学
祭
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

タ
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
自
由
に
楽
し
み
、

青
春
時
代
の
思
い
出
に
ふ
け
っ
た
り
、
慌
た

だ
し
い
日
常
を
忘
れ
て
開
放
的
気
分
を
味
わ

っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
は
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
学
の
同
窓
会
は
校
名
変
更
や
男
女
共
学
化
を
機
に
、
昭

和
60
年
11
月
、
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
同
窓
会
「
サ
チ
ア
会
」
と

し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
年
1
回
の
総
会
時
に

会
計
報
告
を
す
る
の
み
で
、
実
質
的
な
活
動
は
休
止
状
態
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
同
窓
会
を
見
直
し
、
卒
業
生
相
互
の

親
睦
や
在
学
生
と
卒
業
生
の
交
流
を
図
り
、
さ
ら
な
る
母
校
の
発
展

や
社
会
貢
献
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
21
年
11
月
3
日
、

同
窓
会
総
会
に
て
「
四
天
王
寺
大
学
同
窓
会
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
則
の
改
定
や
事
業
計
画
・
予
算
等
の
審
議
の
ほ
か
、

同
窓
会
役
員
と
し
て
私
を
含
め
15
名
の
役
員
が
選
出
さ
れ
、
新
た
な

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
一
同
、
手
探
り
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
一
度
「
同
窓
生

の
絆
」
を
強
化
し
、
同
窓
会
組
織
の
充
実
と
活
動
の
活
性
化
を
目
標

に
取
組
み
、
母
校
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
22
年
4
月
、
四
天
王
寺
大
学
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
同
窓
生
の
絆
を
強
化
す
る
と
と
も
に
在
学

生
と
同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
礎
を
固
め
、
母
校
の
タ
イ
ム
リ

ー
な
情
報
を
皆
様
に
発
信
し
て
参
り
ま
す
。
大
学
を
取
巻
く
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
四
天
王
寺
大
学
は
常

に
進
化
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
以
上
、
同
窓
生
お
一
人
お
ひ
と
り

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四天王寺大学同窓会

会長 森田貴夫

〈4月〉
・新入生に記念品贈呈【記念品贈呈事業】

〈7月〉
・同窓会役員会開催【同窓会総会等開催事業】
・在学生への支援【奨学金事業（奨学金）】

〈9月〉
・同窓会会報（IBU-NEWS）の発行・発送
【同窓会会報発行事業】

〈10月〉
・平成23年度新入生による同窓会費納入開始

〈11月〉
・同窓会総会の開催【同窓会総会等開催事業】
・懇親会開催、ホームカミングデーの開催
【同窓会総会等開催事業】

〈1月〉
・教育・研究活動等支援
【教育・研究活動等支援事業（学校備品等の寄贈）】
・教育・研究活動等支援
【教育・研究活動等支援事業（課外活動支援）】

〈3月〉
・卒業生に記念品贈呈【記念品贈呈事業】
・在学生への支援【奨学金事業（報奨金）】

※その他母校の発展に寄与する年間通じての事業

会長ご挨拶

学位授与式で会長がご挨拶

平成22年3月15日に大学・大学院ならび

に短期大学部の平成21年度学位授与式が

行われ、大学院5名・大学610名・短期大

学部192名、合計807名が卒業しました。

式典では、四天王寺大学同窓会の森田

貴夫会長が祝辞を述べました。そして、

毎年大学祭の時期に開催する同窓会総会

・ホームカミングデーに、皆さんも元気

な姿でお集まりいただきたいと呼びかけ

ました。

卒業アルバム展

キャンパスツアー

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

入学式で記念品を授与

平成22年度の四天王寺大学・大

学院ならびに短期大学部の入学式

が、平成22年4月2日に行われまし

た。今年は大学院3名・大学878名

・短期大学部247名の合計1,128名

が入学しました。

式典では四天王寺大学同窓会の

原田一臣副会長が祝辞を述べまし

た。また、同窓会記念品贈呈事業

として、礼拝で使用する念珠と念

珠袋を新入生に贈呈しました。 記念品の数珠

在学生へ奨学金を贈呈

平成22年7月10日、四天王寺大学

同窓会が在学生支援の一環として

行う奨学金事業の第1回目として、

大学2名、短期大学部1名、計3名

に奨学金が贈呈されました。



私
が
初
め
て
I
B
U
の
教
壇
に
立
っ
た
の
は
30
数
年
前
。
女
子
大
の
と
き

で
、
学
生
は
毎
日
が
制
服
姿
で
し
た
。
み
な
真
面
目
で
元
気
が
よ
か
っ
た
で

す
ね
。
そ
の
頃
、
暖
房
は
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
で
、
夏
は
ク
ー
ラ
ー
が
な
か
っ
た

の
で
本
当
に
暑
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

個
人
的
な
思
い
出
と
し
て
は
、
男
女
共
学
に
な
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
厳

し
く
叱
っ
た
こ
と
で
何
と
な
く
し
こ
り
を
残
し
た
男
子
学
生
が
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
彼
が
卒
業
し
、
結
婚
す
る
と
き
に
、
私
に
仲
人
を
頼
み
に
来

た
の
で
す
。
教
師
と
し
て
の
私
の
厳
し
さ
を
、
叱
咤
激
励
だ
と
き
ち
ん
と
受

け
止
め
て
く
れ
て
い
た
の
か
と
思
う
と
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

ま
た
、
今
な
お
、
2
、
3
年
に
一
度
、
学
年
同
窓
会
に
呼
ん
で
も
ら
い
ま

す
し
、
年
賀
状
や
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
続
い
て
い
る
卒
業
生
も
い
ま
す
。

本
学
を
巣
立
ち
、
仕
事
を
し
、
家
庭
を
築
き
、
子
ど
も
が
で
き
て
、
と
、
社

会
人
と
し
て
立
派
に
成
長
し
て
い
く
姿
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
教

師
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
だ
と
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

昔
と
今
を
比
べ
る
と
、
昔
は
教
養
的
な
学
修
が
多
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て

い
ま
し
た
。
本
学
に
限
ら
ず
大
学
全
般
に
、
ま
た
、
企
業
を
は
じ
め
世
の
中

全
体
に
、
そ
う
い
う
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
免
許
資
格
の

取
得
に
追
わ
れ
、
せ
わ
し
な
い
の
は
否
め
ま
せ
ん
。
学
生
気
質
に
つ
い
て
は
、

昔
は
と
に
か
く
み
な
一
本
気
で
真
面
目
で
し
た
。
今
は
状
況
や
他
者
に
対
す

る
順
応
性
・
融
通
性
に
富
み
、
一
人
の
学
生
が
い
ろ
ん
な
自
分
を
自
在
に
切

り
替
え
で
き
る
多
様
性
に
、
感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
身
体
を
大
切
に
健
康
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
と
同
時
に
、
気
持
ち
の
健
康
も
大
事
で
す
。
不
況
が
続
く
な
ど

大
変
厳
し
い
時
代
で
す
が
、
そ
れ
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
プ
ラ
ス
志
向
を
常
に
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
折
に
触
れ
て
大
学
を
訪
れ
、
溌
剌
と
し
た
青
春
の
思
い

出
を
確
認
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
羽
曳
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
自
然
環

境
の
素
晴
ら
し
さ
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
緑
に
守
ら
れ
て
健
康
的
で
、
精

神
的
に
も
お
お
ら
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
来
る
同
窓
会
は
、
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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プラス志向を
忘れることなく

教育学部　教育学科

石原
い し は ら

田
だ

正廣
ま さ ひ ろ

教授

当
日
は
地
域
の
方
々
も
含
め
大
勢
の
来
学

者
を
迎
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
歓
声
が
あ
ふ
れ

る
日
で
す
。
懐
か
し
い
顔
に
出
会
う
よ
い
機

会
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
同
期
生
に
呼
び
か

け
て
、
ま
た
、
ご
家
族
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
そ
し
て
ま

た
、
同
窓
会
活
動
の
発
展
を
期
し
て
、
今
後

と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

な
お
、
当
日
、
懇
親
を
深
め
る
場
の
提
供

や
恩
師
へ
の
連
絡
が
必
要
な
場
合
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

同
窓
会
事
務
局
（
入
試
・
広
報
課
）

電
話
0
7
2-

9
5
6-

3
1
8
1
（
代
）

卒
業
生
相
互
の
親
睦
を
よ
り
広
げ
、
在
校

生
と
卒
業
生
の
交
流
を
さ
ら
に
活
発
に
し
、

母
校
の
発
展
を
願
う
と
と
も
に
社
会
へ
の
貢

献
を
目
指
し
、
平
成
21
年
11
月
3
日
の
総
会

に
て
新
発
足
し
た
四
天
王
寺
大
学
同
窓
会
は
、

前
述
の
と
お
り
初
年
度
の
活
動
を
順
調
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
さ
る
7
月
10
日
に
は
役
員
会
を
開
催
。

今
年
度
の
同
窓
会
総
会
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
つ
い
て
は
、
昨
年
同
様
、
I
B
U
祭

期
間
中
の
11
月
3
日
（
祝
）
に
開
催
し
ま
す
。

大
学
祭
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
の
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
か
、
新
し
い
施
設
や
先
進
設
備
が
揃
っ

た
未
来
志
向
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
今
を
確
か
め

て
く
だ
さ
い
。

平成22年度 第2回 四天王寺大学同窓会
「総会」「ホームカミングデー」
開催のご案内

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
？
　
卒
業
生
の
中
に
は
「
千
葉
先
生
、

ま
だ
い
て
は
ん
の
ん
？
」
と
驚
く
人
が
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
I
B
U
が
女

子
大
か
ら
男
女
共
学
へ
と
変
化
す
る
中
で
、
か
れ
こ
れ
40
年
近
く
の
勤
務
で

す
の
で
、
驚
か
れ
る
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
げ
で
女
子
大
時
代
の

卒
業
生
と
そ
の
お
子
さ
ん
の
親
子
二
代
を
教
え
た
り
、
兄
弟
姉
妹
を
教
え
た

り
、
と
教
師
冥
利
に
尽
き
る
経
験
を
し
て
い
ま
す
。

社
会
学
科
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
24
年
。
時
代
と
共
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
多

様
化
し
ま
し
た
。
現
在
、
人
間
・
社
会
領
域
を
は
じ
め
、
国
際
マ
ス
コ
ミ
、

社
会
シ
ス
テ
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
心
理
と
い
っ
た
幅
広
い
領
域
を
学
べ
る
学
科

に
成
長
発
展
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
私
た
ち
現
代
人
は
、
情
報
過
剰
の
I
T
社
会
、
欲
望
の
尽
き
な
い

消
費
社
会
に
生
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
が
見
失
い
が
ち
な
道

徳
心
や
宗
教
心
を
育
ん
で
く
れ
る
礼
拝
の
時
間
が
本
学
に
あ
る
こ
と
は
、
大

き
な
意
味
が
あ
り
、
一
つ
の
救
い
で
す
。
瞑
想
の
時
を
持
っ
た
り
、
写
経
し

た
り
す
る
経
験
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
仏
教
の
和
の
心
、
寛
容
の
心

を
培
い
ま
す
。
本
学
の
学
生
に
穏
や
か
で
優
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
、
宗

教
心
が
育
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

教
師
も
ま
た
し
か
り
。
礼
拝
の
時
間
に
よ
っ
て
人
と
和
し
、
人
に
感
謝
す

る
心
が
自
ず
と
醸
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
私
が
こ
う
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て

教
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
学
長
先
生
は

じ
め
、
諸
先
輩
の
先
生
方
、
学
生
た
ち
の
お
か
げ
だ
と
、
本
当
に
あ
り
が
た

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
と
教
師
は
、
共
に
I
B
U
を
”心
の
ふ
る
さ
と
“
に
、
生

涯
温
か
く
見
守
り
あ
う
関
係
な
の
だ
と
最
近
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
私
と
し
て
は
定
年
ま
で
一
教
師
と
し
て
「
清
く
・
正
し
く
・
美
し
く
」

シ
ャ
ン
と
生
き
て
い
か
ね
ば
、
と
新
た
に
自
覚
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
本
学
も
時
代
と
共
に
変
貌
し
て
い
く
で
し
ょ
う
が
、
日
本
文
化

の
神
髄
の
一
端
を
継
承
す
る
礼
拝
の
時
間
の
灯
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
発
展

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
は
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
熱
い
サ
ポ
ー
ト
を
ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

“心のふるさと”
としてのIBU

人文社会学部　社会学科

千葉
ち ば

モト子教授

お
帰
り
な
さ
い
!!

思
い
出
深
い
母
校
へ
。

お
友
達
・
ご
家
族
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平成22年

11月3日（祝）

■ 総　会 11:00～12:00（事務局棟 6階）
同窓会会則・事業計画等を審議

■ 入試相談会 推薦入試・一般入試のご相談

■ 社会人向け学習講座の案内
「たいし塾」「サテライトキャンパス」等のご案内

■ 卒業アルバム展

IBU祭 テーマ「新」（しん）

生涯学習フェスタ

同窓会

平成22年度 第2回 四天王寺大学同窓会
「総会」「ホームカミングデー」
開催のご案内

【平成23年度 主な事業計画・事業内容（案）】
〈 4 月〉・新入生に記念品贈呈【記念品贈呈事業】

〈 7 月〉・同窓会役員会開催【同窓会総会等開催事業】

・在学生への支援【奨学金事業（奨学金）】

・音楽棟完成　同窓会より備品贈呈【施設設備充実費】

〈 9 月〉・同窓会会報（IBU-NEWS）の発行・発送
【同窓会会報発行事業】

〈10月〉・新入生による同窓会費納入
〈11月〉・同窓会総会の開催【同窓会総会等開催事業】

・懇親会開催、ホームカミングデーの開催
【同窓会総会等開催事業】

〈 1 月〉・教育・研究活動等支援
【教育・研究活動等支援事業（学校備品等の寄贈）】

・教育・研究活動等支援
【教育・研究活動等支援事業（課外活動支援）】

〈 3 月〉・卒業生に記念品贈呈【記念品贈呈事業】

・在学生への支援【奨学金事業（報奨金）】

・その他母校の発展に寄与する事業

1号館�

2号館�

3号館�

�

5号館�

6号館�

7号館�

音楽棟�
（建設中）�

体育館�

正　門�

大講堂�

●�

学生による�
模擬店�

●�●�
●� ●�
●� ●�
●� ●�

●� ●�
●� ●�●�

●�

懇親会 会場�
4号館 1階�

キャリアセンター内�

同窓会総会�
会場（事務局棟 6階）�

（                            ）�

★�
★�

★�

★�

★�

★�
★�

★�

★�

★�

駐車場�

★�



レ
）」へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。
選
手
権
大
会
は
９

月
９
日
（
木
）
〜
12
日
（
日
）

に
富
山
県
富
山
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
部
員
た
ち
は
前
回

（
第
43
回
大
会
）の
ベ
ス
ト
16

を
上
回
る
成
績
を
目
指
し
、

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
皆

様
の
盛
大
な
応
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
4
月

11
日
（
日
）
よ
り
お
こ
な
わ
れ
た
「
第
42
回
春
季

関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
」
に
お
い

て
、
2
部
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
し
入
れ
替
え

戦
に
勝
利
し
た
結
果
、
4
年
ぶ
り
の
１
部
リ
ー

グ
昇
格
と
な
り
ま
し
た
。
秋
季
リ
ー
グ
戦
よ
り

１
部
リ
ー
グ
で
の
戦
い
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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海
外
で
職
業
体
験
で
き
る

「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
開
始

企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学
生
な
ど

が
一
定
期
間
、
目
標
と
す
る
業
種
で
就
業
体
験

を
行
う
こ
と
）
が
普
及
し
、
本
学
で
も
、
多
数

の
企
業
の
ご
協
力
の
も
と
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
行
う
学
生
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

従
来
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
本
学
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
、
海
外
（
ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
英
語
圏
）
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
現
地
の
日
系
企
業
で
の
職

業
体
験
な
ど
が
で
き
る
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
開
始
し
ま
し
た
。

企
業
だ
け
で
は
な
く
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
テ
ン

（
幼
稚
園
）
・
小
学
校
で
の
補
助
教
員
や
、
日

系
福
祉
施
設
で
就
業
体
験
を
行
う
コ
ー
ス
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
日
本
語
だ
け
で
こ
な

せ
る
職
場
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
の
実
践
が
で

き
る
職
場
ま
で
、
学
生
に
合
わ
せ
た
実
習
先
を

紹
介
。
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
得
た
「
自

信
」
が
、
学
生
を
大
き
く
育
て
て
い
く
も
の
と

期
待
し
、
こ
の
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子

全
国
大
会

出
場
決
定
!!

全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
近
畿
予
選
が
５
月

９
日
よ
り
お
こ
な
わ
れ
、
近
畿
の
並
み
い
る
強

豪
校
と
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
結
果
、「
第
45

回
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
（
全
日
本
イ
ン
カ

中
国
浙
江
工
商
大
学
留
学
生

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
を
実
施

平
成
22
年
2
月
24
日
、
本
学
に
留
学
し
て
い

た
中
国
の
浙
江
工
商
大
学
の
学
生
14
名
の
お
別

れ
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
9
月
来

日
か
ら
約
半
年

間
に
わ
た
る
留

学
生
活
を
終
え
、

パ
ー
テ
ィ
で
の

ス
ピ
ー
チ
で
は
、

日
本
で
の
体
験

が
い
か
に
有
意

義
で
楽
し
い
も

の
だ
っ
た
か
、

上
達
し
た
日
本

語
で
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

I
B
U
大
阪
ア
ン
カ
ー
ク
ラ
ブ

2
年
連
続
最
優
秀
ア
ン
カ
ー
賞
を
受
賞

平
成
22
年
4
月
16
日（
金
）〜
18
日（
日
）に
香

川
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
20
回
日
本
デ
ィ
ス
ト

リ
ク
ト
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」に
お
い
て
、I
B
U

大
阪
ア
ン
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
昨
年
か
ら
2
年
連

続
で
最
優
秀
ア
ン
カ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ア
ン
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
本
部

を
置
き
、「
友
情
と
奉
仕
」を
信
条
に
し
た
世
界

に
広
が
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
日

本
に
は
10
団
体
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

年
１
回
の
活
動
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
優

秀
ア
ン
カ
ー
賞
は
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
最
も
優

秀
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
団
体
に
授
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。

I
B
U
大
阪
ア
ン
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
連
続
受

賞
と
い
う

輝
か
し
い

栄
誉
を
手

に
す
る
と

と
も
に
、

今
回
も
、

ア
メ
リ
カ

で
行
わ
れ

る
世
界
大

会
へ
招
待

さ
れ
る
こ

と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
励
み
に
、
ま
す
ま
す
活
動
を

発
展
さ
せ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

入
学
試
験
成
績
優
秀
者

奨
学
金
給
付
証
書
授
与
式
を
挙
行

本
学
は
独
自
の
奨
学
金
と
し
て
、
一
般
入
学

試
験
前
期
日
程
（
大
学
）お
よ
び
公
募
制
推
薦

入
学
試
験
基
礎（
短
大
）
に
お
け
る
各
学
科
の
成

績
優
秀
者
に
奨
学
金
を
給
付
し
、
学
業
意
欲
の

高
い
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
さ
る
4
月
19
日（
月
）、
入
学
試

験
成
績
優
秀
者
奨
学
金
給
付
証
書
授
与
式
が
行

わ
れ
、
碓
井
岑
夫
学
長
が
激
励
の
言
葉
を
述
べ

る
と
と
も
に
、

大
学
6
名
、
短

期
大
学
部
2
名

の
計
8
名
に
対

し
、
一
人
ひ
と

り
に
奨
学
金
給

付
証
書
を
授
与

し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
本
学

で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

米
国
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

カ
レ
ッ
ジ
研
修
生
が
来
学

平
成
22
年
5
月
10
日
（
月
）
よ
り
30
日
（
日
）

ま
で
、
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
）
か
ら
の

研
修
生
11
名
と
引
率
教
員
が
来
学
し
ま
し
た
。

日
本
文
化
の
調
査
研
究
、
日
本
の
大
学
生
と
の

交
流
が
目
的
で
す
。
研
修
生
と
教
員
は
本
学
和

交
寮
に
宿
泊
し
、
本
学
で
講
義
を
受
け
、
学
生

と
共
に
日
本
文
化
に
つ
い
て
研
究
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

講
義
で
は
、
日
本
語
の
授
業
を
は
じ
め
、
書

道
、
華
道
な
ど
日
本
文
化
体
験
授
業
も
受
講
。

日
本
文
化
の
精
神
を
伝
え
な
が
ら
、
英
語
解
説

入
り
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
の
実
技
指
導
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
英
語
の
講
義
に
も
参

加
し
た
こ
と
で
、
本
学
学
生
は
日
本
に
い
な
が

ら
ア
メ
リ
カ
の
学
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

で
き
る
と
い
う
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
四
天

王
寺
を
は
じ
め

京
都
な
ど
関
西

の
代
表
的
都
市

で
の
歴
史
的
建

築
物
や
文
化
財

の
見
学
、
広
島

へ
の
一
泊
二
日

ミ
ニ
旅
行
な
ど

を
通
し
て
、
日

本
を
幅
広
く
体

験
し
ま
し
た
。

研
修
の
し
め
く

く
り
の
調
査
研

究
発
表
会
で
は
、

研
修
生
と
本
学

学
生
が
力
を
合
わ
せ
た
個
性
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

双
方
が
毎
日
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
も
交
流
し
て

い
た
の
で
、
送
別
会
で
は
惜
別
の
涙
を
浮
か
べ

る
シ
ー
ン
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
簡
単
に
諸
外
国
の
情
報
が
手
に
入
る

昨
今
で
す
が
、
や
は
り
直
接
の
交
流
・
体
験
の

ほ
う
が
得
ら
れ
る
も
の
は
大
き
い
と
、
強
く
実

感
し
た
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

松
岡
千
明
さ
ん
が
「
小
野
奨
学
会
」

平
成
22
年
度
学
業
優
秀
者
に
決
定

平
成
22
年
5
月
25
日
、
本
学
教
育
学
部
教
育

学
科

中
学
校
英
語
・
小
学
校
コ
ー
ス
の
松
岡

千
明
さ
ん
が
、
小
野
奨
学
金
の
平
成
22
年
度
の

学
業
成
績
優
秀
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
奨
学
金
は
小
野
薬
品
工
業
が
大
学
教
育

の
普
及
と
俊
才
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、「
公

益
財
団
法
人
小
野
奨
学
会
」
を
設
立
し
、
実
施

し
て
い
る
給
付
奨
学
金
で
す
。
毎
年
、
そ
の
奨

学
生
4
0
0
名
程
の
中
か
ら
、
学
業
成
績
優
秀

者
お
よ
び
そ
の
他
の
課
外
活
動
等
で
特
筆
す
べ

き
活
動
成
果
の
あ
っ
た
者
が
、
奨
学
生
優
秀
者

と
し
て
表
彰
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
松

岡
さ
ん
の
表
彰

を
祝
う
と
と
も

に
、
ま
す
ま
す

の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

文
化
会
系
ク
ラ
ブ
の
成
果
発
表
の
場

「
水
無
月
祭
」
開
催

平
成
22
年
6
月
20
日（
日
）、
学
生
運
営
委
員

会
主
催
に
よ
る
水
無
月
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
テ
ー

マ
は
「
響
」
―

―
学
生
の
熱
い

想
い
が
教
職
員

の
方
々
の
心
に

響
き
、
ま
た
そ

の
熱
い
想
い
が

大
学
へ
響
き
、

地
域
の
方
々
の

心
に
響
き
、
一
つ
に
な
る
よ
う
に
、
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
梅
雨
空
も
姿
を
消
し
て
晴
れ
上
が
り
、

文
化
会
系
ク
ラ
ブ
団
体
に
よ
る
作
品
展
示
、
発

表
が
楽
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
屋
台
が
賑
わ
い
、
来
場
者
の
笑
顔
が

キ
ャ
ン
パ
ス
を
埋
め
ま
し
た
。

IBU  CAMPUS  NEWS

パウダールーム

理想の音楽教育環境を整備した、
新しいシンボルが誕生します。

幼児教育・初等教育に長い伝統を誇る本学では、ピアノをはじ

めとする音楽教育が充実しており、高い専門就職率を支えていま

す。これまでも専用の音楽棟および6号館のML教室を備えていま

したが、このたび、音楽棟（8号館）を新築することとなりました。

この音楽棟は平成23年7～8月ごろに完成予定で、旧エクステ

ンションセンター棟に音楽分野専用の学舎として新築されます。

大学・短期大学部の音楽授業全般はもちろん、音楽系クラブ活動

などにも使用できるよう、さまざまな工夫がされています。

地上3階建ての学舎には、多目的教室、リズム室、個人ピアノ

練習室といった音楽関係の専用教室はもちろんのこと、学生ホー

ル、パウダールームなどくつろぎのスペースも完備され、直接音

楽分野を学ばない学科の学生にとっても、本学の新しいシンボル

としての活用が期待されます。

さらに、本学の保育科志望者で「ピアノ」の技術に自信がない

という方の不安を解消するため、保育科では入学予定のピアノ未

経験者・初心者を対象に、入学前に「初心者向けピアノ講座」を

開講（受講料は無料）していますので、安心して受験していただ

くことができます。

エントランス
ホール


	1-3
	1
	2
	3

	4.pdf

